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て講義をした｡ 2年目は､参考書を数冊指定 し､コピーを図表に限って手渡し､OHPを用いて口述 した｡ 3年目は
教科書を用意 して､授業では口述のみをした｡この経験を通 して､学生は興味があれば､どんな方法でも､勉強する
というものであり､興味がなければ何をやってもダメで､単位を放棄するのみという結果であった｡その意味では必
要な単位をどのように揃えるかを学生が自発的に決めるシステムでは､学生に自意識がどこにあるのかを的確に受け
とめ､それに応じた教授法を工夫する必要がありそうである｡ いわば､単位制の弊害とでも言うのか､単位を易 しく
出してくれる先生の授業を受け､単位だけをもらってくる､世渡り上手な学生を作り上げるのみで､大学の授業を実
施することがむなしくなってしまうことに繋がり易い｡
結局､教育とは何かは本当に難 しいもので､時間をかけて正当に成果を客観的に判断する何らかの方式でも開発 し
なければ､自己満足 しかないのかもしれない｡特に､大学での教育内容が社会人教育や外国人教育を含めて､多様化
し､国際化するときに､それぞれに適 した教育法があれば､教えてはしいものである｡
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